
                          

斐伊川放水路分流堰付近（左：平常時、右：9/14 9:50 頃） 

お 知 ら せ  

                      

                      令和７年９月１８日１７：００ 

■同時発表先：島根県政記者会 

                           出雲市政記者クラブ 

令和 7 年９ 月 1４ 日からの降雨における 

斐伊川放水路、尾原・志津見ダムの効果について【速報】 
 

 令和７年９月１４日からの前線にともなう降雨の影響で、斐伊川流域では降り

始めからの流域平均累加雨量が１０２．１mmを記録しました。 

 今回の出水では一連の降雨により、令和７年９月１４日に斐伊川放水路へ最大

約７０m3/sを分流しました。 

（平成２５年６月完成以降通算で２０回分流（令和７年９月１４日時点）） 

斐伊川では、斐伊川放水路と尾原ダム・志津見ダムを運用することにより、斐

伊川下流（灘分）で５５cm、松江地点（宍道湖）で４cmの水位低減効果があった

と推定されます。 

また神戸川では、志津見ダムの運用と河川改修により、馬木地点にて１０cmの

水位低減効果があったと推定されます。 

※数値は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 中国地方整備局 出雲河川事務所 

       副所長(技)    真庭
ま に わ

 利幸
としゆき

 

    総括保全対策官 武内
たけうち

 慎太郎
し ん た ろ う

 

【担当】流域治水課長  尾長
お な が

 ゆかり （出水の概要に関すること） 

    管理第二課長  山下
やました

 幸
こう

一郎
いちろう

（施設整備効果に関すること） 

０８５３－２０－１７６１（流域治水課直通）０８５３－２０－１７５４（管理第二課直通） 

〒693-0023 島根県出雲市塩冶有原町 5-1 電話：0853-21-1850(代表) 

ホームページＵＲＬ：http://www.cgr.mlit.go.jp/izumokasen/ 

http://www.cgr.mlit.go.jp/izumokasen/


令和7年9月14日秋雨前線に伴う降雨による出水の概要

２．降雨状況１．天気概況 ３．出水状況

斐伊川放水路分流部（14.6k）

新伊萱観測所（24.1k）

灘分観測所（4.1k）

9/14 9：50平常時

9/14 13：30

平常時

平常時

9/14 9：00

古志大橋（8.5k） 9/14 1:10平常時

累加時刻：2025/9/13 4:00～9/15 3:00
累加時間：47時間

斐伊川流域では9月14日の午前中
を中心に強い雨が降り、斐伊川流域
平均累加雨量が102.1mmを記録した。

■実況天気図 （気象庁ウェブサイトより）

2025/9/14 3:00時点

秋雨前線に向かって、高気圧の湿っ
た空気が流れ込んだ影響で島根県
東部で9月14日の午前中を中心に強
い雨が降り続いた。

■等雨量曲線図 （国土交通省作成）

速 報

1



令和7年9月14日秋雨前線に伴う降雨による出水の概要

４．各水位観測所の出水状況（国管理）

大津（斐伊川）

灘分

新伊萱

大津

木次

松江

古志橋

上島

氾濫注意水位超過

水防団待機水位超過馬木
水防団待機水位以下

灘分（斐伊川）

氾濫危険水位7.0m

避難判断水位6.3m

氾濫注意水位3.5m

水防団待機水位3.0m

今回の降雨により氾濫注意水位を超えた観測所
は灘分の１箇所。

最高水位
9/14 9:50
1.36m

最高水位
9/14 7:20
0.96m

最高水位
9/14 10:50
1.40m

最高水位
9/14 9:00
2.00m

最高水位
9/14 8:00
2.31m

最高水位
9/14 9:20
1.94m

最高水位
9/14 1:10
0.80m

最高水位
9/14 13:30
3.09m

氾濫危険水位6.3m

氾濫危険水位3.2m

氾濫危険水位5.0m

氾濫危険水位4.8m

氾濫危険水位5.4m

累加雨量
96mm

累加雨量
96mm

累加雨量
96mm

累加雨量
96mm

累加雨量
116mm

累加雨量
77mm

木次（斐伊川）

新伊萱（斐伊川）

松江（宍道湖）

馬木（神戸川）

古志橋（神戸川）

上島（斐伊川）

避難判断水位4.2m

氾濫注意水位3.5m

水防団待機水位2.5m

避難判断水位4.3m

水防団待機水位2.5m

氾濫注意水位3.4m

避難判断水位5.7m

氾濫注意水位4.0m

水防団待機水位2.9m

避難判断水位2.9m

氾濫注意水位2.5m

水防団待機水位1.6m

避難判断水位5.0m

氾濫注意水位3.1m

水防団待機水位1.6m

雨量観測所は吉田を使用

雨量観測所は大馬木を使用

雨量観測所は吉田を使用
雨量観測所は吉田を使用

雨量観測所は吉田を使用

雨量観測所は平田を使用
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雨量観測所は志津見を使用

雨量観測所は志津見を使用
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氾濫危険水位4.6m
避難判断水位4.4m

氾濫注意水位2.8m

水防団待機水位2.0m

氾濫危険水位1.4m

避難判断水位1.4m

氾濫注意水位1.2m

水防団待機水位0.8m

累加雨量
73.9mm

累加雨量
73.9mm



参考

５．事務所体制履歴

６．水防警報発表履歴

水防時の河川水位（高潮含む）及び尾原ダム，志津見ダム等の状況に応じて、事
務所支部において注意体制、警戒体制をとっております。

洪水や高潮による災害が発生するおそれがある場合に、水防団などに活動の
目安となる水位等の情報を提供しました。

河川名 水位観測所名 待機 準備 出動 指示 解除

斐伊川 灘分
9月14日

7時50分

9月14日

9時30分

9月14日

17時30分

宍道湖 松江
9月14日

3時50分

9月15日

8時40分

体制

9月14日 3時50分 注意体制

9月14日 11時40分 警戒体制

9月14日 17時30分 注意体制

9月15日 8時40分 解除
松江水位観測所の水位が8時30分現在0.85mまで下がり、今後、水位上昇のおそれ

が見込まれないため。

日時 理由

松江水位観測所の水位が水防団待機水位（0.80m）に達し、なお水位上昇するおそ

れがあるため。

灘分水位観測所の水位が氾濫注意水位（2.80m）に達し、なお水位上昇するおそれ

があるため。

灘分水位観測所の水位が氾濫注意水位（2.80ｍ）を下回り、巡視の結果、異常が確

認されなかったため。

７．洪水予報発表履歴

洪水が発生するおそれがある場合に、気象庁と国土交通省が共同で雨量や水
位の情報を周知しており、 この度の出水で斐伊川では、氾濫注意水位を超え、さ
らに水位上昇のおそれがあったため、斐伊川氾濫注意情報を発表しました。

予報番号 種類 発表日 発表時刻 河川名

1 斐伊川氾濫注意情報 9月14日 12時10分 斐伊川

2 斐伊川氾濫注意情報解除 9月14日 17時30分 斐伊川

令和7年9月14日秋雨前線に伴う降雨による出水の概要 速 報
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灘分

宍道湖
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馬木

速 報尾原ダム、志津見ダム及び斐伊川放水路の整備効果
お ば ら し つ み ひ い か わ ほ う す い ろ

• 斐伊川放水路では、分流を実施し、最大毎秒約70m3を分流。

• 尾原ダムでは、最大流入量毎秒約292m3のうち毎秒約288m3を低減し、ダム下流の木次観測所地点で、ピーク水位を92cm、新伊
萱観測所地点でピーク水位を60cm 、上島観測所地点で、ピーク水位を46cm低減させる効果があったものと推定。

• 志津見ダムでは、最大流入量毎秒約37m3のうち毎秒約32m3を低減し、ダム下流の馬木観測所地点で、ピーク水位を10cm低減さ
せる効果があったものと推定。

• 2ダム及び斐伊川放水路の効果により、斐伊川本川下流の灘分観測所で、ピーク水位を55cm、宍道湖観測所や松江観測所で
4cm低減したものと推定。

※数値は速報値のため、
今後の精査等により変更
する場合があります。

ダムなし、ダム・放水路な
しの水位は推定値です。

馬木

古志橋

大橋川

灘分

55cm 水位低下

41cm 水位低下

大津

4cm 水位低下

松江

8cm 水位低下

10cm 水位低下

観測所名 ピーク水位低下量

木次（きすき） 92 cm

新伊萱（しんいがや） 60 cm

上島（かみしま） 46 cm

大津（おおつ） 41 cm

灘分（なだぶん） 55 cm

宍道湖（しんじこ） 4 cm

松江（まつえ） 4 cm

馬木（まき） 10 cm

古志橋（こしばし） 8 cm

上島

木次

上島 木次

46cm 水位低下 92cm 水位低下

新伊萱

新伊萱

60cm 水位低下

4cm 水位低下

宍道湖



斐伊川放水路の整備効果 速 報

○放水路の供用開始以降、これまで計20回放水路へ分流を実施。（令和7年9月14日時点）
○9月14日からの降雨による出水では、最大約70m3/sを分流し、斐伊川本川下流への洪水流量を低減。合流先

の神戸川では、大きな水位上昇もなく、安全に洪水を流下させた。

【斐伊川放水路への分流】
９月１４日 １０時３５分 分流堰起伏ゲート倒伏操作開始
９月１４日 １０時４５分頃 分流開始
９月１４日 １５時３０分頃 分流終了

９月１４日からの降雨における斐伊川放水路の運用状況

起伏ゲート

起伏ゲート

※分流は分流堰地点の流量が
①毎秒400㎥程度で斐伊川放水路に越流開始します。
②毎秒500㎥でゲートの倒伏操作を開始します。

斐伊川
本川

①

②

斐伊川放水路

斐伊川放水路分流堰のゲート操作について

H30.05撮影 日本海

出雲市街地

分流堰

※数値は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

馬木観測所
最大 約400m3/s

※9月14日8時00分

最大 約70m3/s
※9月14日12時20分

最大 約570m3/s
※9月14日10時50分

（大津地点）

斐伊川放水路分流堰（9/14 13:10頃）頃）

5

近年の分流状況

斐伊川放水路分流状況

令和 2 年 6 ⽉ 14 ⽇ 令和 2 年 6 ⽉ 15 ⽇
頃 頃

令和 2 年 7 ⽉ 14 ⽇ 令和 2 年 7 ⽉ 14 ⽇
頃 頃

令和 3 年 7 ⽉ 7 ⽇ 令和 3 年 7 ⽉ 7 ⽇
頃 頃

令和 3 年 7 ⽉ 12 ⽇ 令和 3 年 7 ⽉ 13 ⽇
頃 頃

令和 3 年 8 ⽉ 9 ⽇ 令和 3 年 8 ⽉ 10 ⽇
頃 頃

令和 3 年 8 ⽉ 13 ⽇ 令和 3 年 8 ⽉ 15 ⽇
頃 頃

令和 3 年 8 ⽉ 17 ⽇ 令和 3 年 8 ⽉ 18 ⽇
頃 頃

令和 4 年 7 ⽉ 19 ⽇ 令和 4 年 7 ⽉ 19 ⽇
頃 頃

令和 6 年 11 ⽉ 2 ⽇ 令和 6 年 11 ⽉ 3 ⽇
頃 頃

令和 7 年 9 ⽉ 14 ⽇ 令和 7 年 9 ⽉ 14 ⽇
頃 頃

分流開始 分流終了 斐伊川本川
（⼤津観測所）

最⼤流量

最⼤分流量
（菅沢橋地点）

17時38分 3時50分

12回⽬ 約 590 m3/s 約 370 m3/s0時50分 18時51分

11回⽬ 約 580 m3/s 約 240 m3/s

13回⽬ 約 370 m3/s 越流のみ10時11分 10時30分

14回⽬ 約 1,120 m3/s 約 810 m3/s12時00分 6時10分

15回⽬ 約 480 m3/s 約 240 m3/s13時13分 4時27分

16回⽬ 約 710 m3/s 約 510 m3/s7時48分 21時26分

17回⽬ 約 470 m3/s 約 160 m3/s20時08分 3時20分

18回⽬ 約 700 m3/s 約 240 m3/s

5時03分 3時15分

12時10分 22時00分

19回⽬ 約 880 m3/s 約 660 m3/s

20回⽬ 約 570 m3/s 約 70 m3/s10時35分 15時30分
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○尾原ダム上流では、降り始めからの流域平均累加雨量１０２mmを記録しました。
○今回の降雨による尾原ダムへの流入量は最大毎秒約292m3に達し、この際毎秒約288m3を尾原ダムに貯留しました。
今回の操作により、尾原ダムに貯留した洪水は最大約557万m3(25mプール(※)約15,500杯分)です。

○その結果、尾原ダム下流の木次観測所地点(雲南市木次付近)でピーク水位を92cm低減させる効果があったものと推定。

尾原ダム

木次観測所

位置図
尾原ダムにおける貯留状況

最大流入量
毎秒約290m3

最高貯水位(9月15日 14時00分)
▽ EL.194.84m

雨の降り始め時の水
位

▽ EL.189.93m

最大流入量時に毎秒約288m3の水をダムに貯留

貯水位が約4.91m上昇
（総貯留量は約557万m3）

最大流入時の
放流量

毎秒約4m3

尾
原
ダ
ム

※数値は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

木次観測所地点の水位状況(雲南市木次町付近)

尾原ダムにおける整備効果（m）
１０．０

８．０

６．０

４．０

２．０

０．０

木次

木次観測所地点の水位
ダムがなかったら：２．８６ｍ
ダムがあったから：１．９４ｍ

⇒推定９２ｃｍの水位低減

ダムがない場合の想定水位：2.86m

ダムあり実績水位：1.94m
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最⼤流⼊量 292.04㎥/s

ダムに貯め込んだ量
Ｖ=５５７万㎥

流⼊量 放流量 貯⽔位

24:0018:00 5:00 11:00 16:0013:00
9⽉13⽇ 9⽉14⽇

22:00 3:00 9:00
9⽉15⽇

尾原ダムの整備効果（令和７年９月１４日秋雨前線）

(※)小学校のプール容量：長25m×幅12m×深1.2m＝360m3として換算）

平常時最高貯水
位

▽ EL.195.5m

総貯留量は最大時で約557万m3
（25mプール約15,500杯分）

水防団待機水位
2.5m

氾濫注意水位
3.5m

避難判断水位4.2m 氾濫危険水位4.8m



※数値は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

志津見ダムの整備効果（令和７年９月１４日秋雨前線） 速 報

○志津見ダム上流では、流域平均累加雨量７３㎜を記録しました。
○今回の降雨による志津見ダムへの流入量は最大毎秒約３６．７m3に達し、この際毎秒約３１．４m3を志津見ダムに貯留しました。
今回の出水により、志津見ダムに貯留した洪水は最大約１０７万m3（25mプール(※)の約2,970杯分）です。

○その結果、志津見ダム下流の馬木観測所地点（出雲市馬木付近）で、ピーク水位を１０cm低減させる効果があったものと推定。

(※)小学校のプール容量：長25m×幅12m×深1.2m＝360m3として換算）

馬木観測所地点の水位状況（出雲市馬木付近）

志
津
見
ダ
ム

最大流入量
毎秒約36.7m3

最大流入時の放水量
毎秒約5.3m3

最大流入量時に毎秒約31m3の水をダムに貯留

雨の降り始め時の水位
▽ EL. 243.85m

最高貯水位ＥＬ245.85ｍ(9月15日 15時30分）

志津見ダムにおける貯留状況

馬木観測所

志津見ダム

位置図

馬木観測所地点の水位
ダムがなかったら：２．４１ｍ
ダムがあったから：２．３１ｍ

⇒推定１０ｃｍの水位低減

志津見ダムにおける整備効果

ダムがない場合の想定水位：2.41m

ダムあり実績水位：2.31m
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最⼤流⼊量 36.7㎥/s

ダムに貯め込んだ量
Ｖ=１０７．５万㎥

流⼊量 放流量 貯⽔位

24:0018:00 5:00 11:00 16:0013:00
9⽉13⽇ 9⽉14⽇

22:00 3:00 9:00
9⽉15⽇

平常時最高貯水位
EL.245.70m

最高貯水位 （9月15日 15時30分
▽EL.245.85m

雨の降り始めの水位
▽EL.243.85

総貯留量は最大時で約107万m3
（25mプール約2,970杯分）

貯水位が約2.00m上昇
（総貯留量は約107万m3）

水防団待機水位2.5m 氾濫注意水位3.5m 避難判断水位4.2m 氾濫危険水位4.8m
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